
Windows 9X/2000/XPWindows 9X/2000/XPWindows 9X/2000/XPWindows 9X/2000/XP ののののブートプロセスブートプロセスブートプロセスブートプロセス（（（（起動起動起動起動するまでのするまでのするまでのするまでの過程過程過程過程））））    

 

どうやってWindowsが起動しているのか？ 

パソコンの電源を入れれば、Windows が起動(ブート)する。この極めて当たり前と思われる動作の

中にも、実は複雑な処理が多数潜んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献：日経 NETWORK 

●Windows9x の場合 

  （「DOSIPL」と呼ばれる） 

・最初に「IO.SYS」を読み込む 

・「MSDOS.SYS」をロード 

・CONFIG.SYS や AUTOEXEC.B 

 AT などのファイルを読み込む 

・デバイス・ドライバなどの初期化 

Windows ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘへ移行して、レジ

ストリを参照後、ドライバや各種

DLL など必要なシステムファイル

が順次読み込まれる 

 

WindowsOS は、HDD 上の基本パーティションからしか起動できない。 

電源ｽｲｯﾁを ONONONON 

マザーボード上の ROM に書き込まれた

BIOSBIOSBIOSBIOS が起動する 

HDD の先頭に書き込まれた MBRMBRMBRMBR を読み

込み、ブーブーブーブートトトトストラップストラップストラップストラップ・・・・ローダーローダーローダーローダーにブート

プロセスの制御を渡す 

ブートセクタブートセクタブートセクタブートセクタに記録されている IPLIPLIPLIPL（イニシ

ャル・プログラム・ローダー）に制御を渡す 

①Power-On Self-Test(POST) 

 ・マザーボード上のメモリ容量チェック 

 ・入出力装置のチェック 

 ・拡張ボード（周辺機器）の BIOS の起動など 

②起動ディスクの検出動作 

 どのドライブから起動するかは、BIOS の初期設定で決まる 

 一般的には、FDD→HDD→CD-ROM の順が多い 

①パーティション・テーブルを上から順にス

キャンし、最初に発見したアクティブ・パ

ーティションの情報を調べる 

②アクティブ・パーティションに記録された

「ブートセクタ」を読み込む 

BIOS の仕事 

IPL の仕事 

OS 固有の起動方法となる 

パーティション内の特定ファイルを読み込む 

ブートストラッ

プ・ローダの

仕事 

MBMBMBMBRRRR 領域領域領域領域ととととパーティションパーティションパーティションパーティション パーティション・テーブル 

 

起動フラグ 

開始位置 

種別 

終了位置 

開始セクター 

サイズ 

 
ブート・コード領域 

（ﾌﾞｰﾄｽﾄﾗｯﾌﾟ・ﾛｰﾀﾞ） 

パーティション・テーブル１ 

パーティション・テーブル２ 

パーティション・テーブル３ 

パーティション・テーブル４ 

MBR 終了コード 

 

 

基本パーティション１ 

 

基本パーティション２ 

 

基本パーティション３ 

 

基本パーティション４ 

 ブート・セクター 
IPL 

起動起動起動起動    

●Windows2000/XP の場合 

  （「NTIPL」と呼ばれる） 

・最初に「NTLDR」を読み込む 

・「BOOT.INI」ファイルを読み込む 

・「NTDETECT.COM」を実行しハ

ードウェアの互換性をチェックする 

その後、Windows ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘへ移行し

て、レジストリを変更・参照後、カー

ネルの「NTOSKRNL.EXE」やドライ

バ、各種DLLなど必要なシステムフ

ァイルが順次読み込まれる 



●Windows9Xのブート・シーケンス ●Windows2000/XPのブート・シーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●トラブルシューティング 

 Windows9XWindows9XWindows9XWindows9Xのののの場合場合場合場合    Windows2000/XPWindows2000/XPWindows2000/XPWindows2000/XPのののの場合場合場合場合    

ＭＢＲＭＢＲＭＢＲＭＢＲのののの修復修復修復修復    MD-DOSから起動して 

FDISK /MBR を実行すると、ﾊﾟﾃｨｼｮﾝ

ﾃｰﾌﾞﾙに触れることなく、ﾌﾞｰﾄｽﾄﾗｯﾌﾟﾛｰ

ﾀﾞｰだけを書き戻ることができる。 

（RAIDに対応していないので注意） 

 

回復コンソールを起動して、 

「FIXMBR」コマンドを実行する。 

ＩＰＬＩＰＬＩＰＬＩＰＬのののの修復修復修復修復    MD-DOSから起動して 

SYS /C:（C ﾄﾞﾗｲﾌﾞの場合）を実行 

（DOS IPLに戻る） 

 

修復セットアップの「ﾌﾞｰﾄｾｸﾀの検

査」を実行するか、「FIXBOOT」コ

マンドを実行する。 

※IPLはWindowsのﾊﾞｰｼﾞｮﾝにより

異なるので注すること 

（NT では、ｼｽﾃﾑ修復ﾃﾞｨｽｸやｾｯﾄｱｯ

ﾌﾟﾃﾞｨｽｸで起動して、ﾌﾞｰﾄｾｸﾀの修復

を選択する） 
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MS-DOS の 場 合 は

IO.SYS の 実行 後に

COMMAND.COM を

起 動 す る 。 一 方 、

Windows9x の場合は

MSDOS.SYS で指定さ

れている\windows フ

ォルダからシステム・

ファイルが読み込まれ

 

基本パーティション２ 

 

基本パーティション３ 

 

基本パーティション４ 

MBRMBRMBRMBR    

    

 
ブートストラップ・ローダー 

パーティション・テーブル 

基本パーティション１（アクティブ） 

 

 

ファイルシステム 

 

 

 

 

 

ブート・セクター（DOSIPL） 

IO.SYS 

MSDOS.SYS 

COMMAND.COM 

Windows システム・ファイル 

Windows 2000/XP の単

独起動時や BOOT.INI

が な い 場 合 、

NTDETECT.COM が

読み込まれハードウェ

アの互換性をチェックし

た 後 、 \WINNT や

￥Windows フォルダの

レジストリの変更・参照

後、システム・ファイル

の読み込みを始める 

 

基本パーティション２ 

 

基本パーティション３ 

 

基本パーティション４ 

MBRMBRMBRMBR    

    

 
ブートストラップ・ローダー 

パーティション・テーブル 

基本パーティション１（アクティブ） 

 

 

ファイルシステム 

 

 

 

 

 

ブート・セクター（NTIPL） 

NTLDR 

BOOT.INI 

BOOTSECT.DOS 

NTDETECT.COM 

Windows9x とのマルチ

ブート環境では、9x 用

の ブート・ セクタ ーが

BOOTSECT.DOS に退

避されている。NTLDR

の OS 選 択 画 面 で

Windows9x を選択した

場合、このファイルが読

み出されて DOSIPL か

ら IO.SYS が実行される


